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今
年
で
開
校 

100
周
年
を
迎
え
る 

山
中
小
学
校
。
11
月
12
日 

に
、
式
典
と
祝
賀
会
を
開
催
す
る 

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。 

地
域
と
の
か
か
わ
り
が
多
く
、
劇
団
四
季
の

俳
優
に
来
校
し
て
も
ら
い
発
声
法
や
歌
唱
指
導 

を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
町
会
掲
示
板
や
ア
ト
レ

大
井
町
で
作
品
の
展
示
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た

今
年
度
は
、
造
園
会
社
の
方
が
屋
上
に
作
っ
て
く
れ
た

さ
つ
ま
い
も
畑
で
、
１
年
生
が
収
穫
を
し
ま
し
た
。 

委
員
会
活
動
を
改
善
工
夫
し
た
「
山
中
会
社
」と
い

う
取
り
組
み
も
し
て
い
ま
す
。
青
空
保
健
会
社
・山
中

あ
い
さ
つ
会
社
等
の
「
会
社
」
を
作
り
、
各
会
社
で
ど

ん
な
事
を
す
る
か
を
考
え
報
告
し
、
３
月
に
成
果
発 

表
を
行
い
ま
す
。 

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
校
長
先
生 

が
、
山
中
小
学
校
と
子
ど
も
達
を
常
に
見 

守
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し 

た
。 

 

伊
藤
中
学
校
が
あ
っ
た
場
所
に
開
校 

し
た
伊
藤
学
園
は
、
今
年
10
周
年
を
迎
え
、 

６
月
に
は
記
念
式
典
が
予
定
さ
れ
て
い
ま 

す
。 施

設
一
体
型
小
中
一
貫
校
で
あ
る
伊
藤
学
園 

で
は
、
１
年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
ひ
と
つ
の
校
舎
で
学 

ん
で
い
て
、
新
入
学
の
１
年
生
の
世
話
を
９
年
生
が
し
た

り
、
８
年
生
と
５
年
生
合
同
で
移
動
教
室
へ
行
っ
た
り
と
い

う
異
学
年
交
流
が
盛
ん
で
す
。 

上
級
生
の
姿
を
見
て
下
級
生
は
育
ち
ま
す
。 

１
年
生
か
ら
４
年
生
を
低
学
団
、
５
年
生

か
ら
７
年
生
を
中
学
団
、
８
・９
年
生
を
高
学

団
と
区
分
け
す
る
こ
と
で
、
よ
り
発
達
に
合

っ
た
活
動
が
で
き
る
の
も
特
長
で
す
。 

市
民
科
モ
デ
ル
実
践
校
で
も
あ
り
、
心
の
ブ

レ
ー
キ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ス
ク
ー
ル
バ
デ
ィ 

の
活
動
を
通
し
て
、
い
じ
め
を
し
な
い

強
い
心
を
育
み
、
い
じ
め
を
許
さ 

な
い
学
校
を
目
指
し
て
い

ま
す
。 

【齋木・志村・平林・府川・水野・柳沼・和田】 
 

羽鳥校長の校内お気に入りスポットは？ 

 

10 年間でできあがってきた『規律を重
んじ、課題があってもきちんとしてい
る、揺らがない』といった伊藤学園らし
さや雰囲気は変わらず受け継がれて
いると思います。オーケストラのベルリ
ンフィルでも、メンバーが替わっても音
色は変わらないように。 10 年後の羽鳥校長の

夢を教えて下さい。 

音楽に関わる時間を増やしてい
たい。特に好きな合唱をやりた
いです。 

 

10年後の田邉校長
の夢を教えて下さ
い。 

いろんな夢の実現をしていると
ころでしょうか。 

そして、山中の 110 周
年式典、祝賀会に参加
していると思います。 

田邉校長の 
校内お気に入りスポットは？ 
 

アリーナと校庭！ 

子ども達が一堂に会し、学習したり運動
したりすることができる場所です。田邉
先生自身、行事が大好きで、その大好
きな行事が行われる場所だからお気に
入りなのだそうです。 

木村校長の校内お気に入りスポットは？ 

 自然の豊かさと科学の力の素晴らしさを感じる屋上！ 

高台にある校舎の屋上では、空は
広くはるかに広がっています。雲の
形は日々異なり、夕焼けも美しく、
刻々と色合いが変化します。日が落
ちると羽田空港へ着陸を待つ飛行
機のヘッドライトが、まるで広い空に
道があるかのように並んでいるのを
見ることができます。 

10 年後の大井第一小はどんな学
校になっていると思いますか？ 

大
井 

第
一
小
学
校 

は
明
治
８
年
に 

開
校
し
、
昨
年
５
月
15
日
に

開
校
140
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

記
念
児
童
集
会
は
高
学
年

で
つ
く
る
代
表
委
員
会
が
主 

催
し
、
「
140
年
を
学
ぼ
う
」を
合
言

葉
に
、
各
学
年
の
児
童 

が
地
域
の

方
々
か
ら
学
ん
だ
郷
土
の
生
活
や
歴

史
等
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
子
ど
も
達
が
作
り
上
げ
た
記
念
ソ
ン 

 
 

 

グ
「
未
来
へ
は
ば
た
け
大
井
第
一
」を
大
合
唱
し
、 

児
童
761
名
全
員
で
140
年
の
歴
史
を
祝
い
、

こ
れ
か
ら
の
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

式
典
と
祝
賀
会
の
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
・同
窓
会
・地
域

の
方
々
で
「
祝
う
会
実
行
員
会
」が
結
成
さ
れ
、
学

校
と
共
同
で
長
い
期
間
準
備
に
あ
た
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
校
長
先
生
の
式
辞
、
品
川
区
教
育
委
員
会
教

育
長
の
挨
拶
、
品
川
区
か
ら
記
念
品
授
与
、
児
童
に 

 
 

 
 

よ
る
お
祝
い
の
言
葉
と
合
唱 

・合
奏
等
が
あ
り
、
歴
史
の
重
み 

を
感
じ
ら
れ
る
輝
か
し
い 

式
典
と
な
り
ま
し
た
。 

記
念
同
窓
会
に
も
、

多
く
の
卒
業
生
の
方
々

が
集
ま
り
、
140

周
年

を
お
祝
い
し
ま 

し
た
。 

 

１０年、１００年、１４０年！ 
大井地区にある区立校が、相次いで周年記念

を迎えました。伝統を守り新たな歴史を築いて
いく、各校の校長先生にお話を伺いました。 

10 年後の木村校長は、何を
なさっているでしょう？ 

 

『地域とともにある学校づくり』
の取り組みを続け、『地域を
知る』ことだけにとどまらず、
『自他の生命や生き方』、『誰
かの役に立つことの大切さ』、
『思いやり』なども学ぶ子ども
達が育っていると信じます。 
いつまでも夢いっぱい笑顔い
っぱいの大井第一小学校で
ありますように！ 

10 年後の山中小はどんな学校
になっていると思いますか？ 

 

暖かい季節は山の中で、食べるものを育
てながら暮らし、寒い季節は東京で歌舞
伎舞台を鑑賞して楽しみます。夏場は大
好きな甲子園球児の応援に行きます。 

現在の校風を引き
継ぎつつ、新しい
教育活動が提案出
来ているといいで
す。新校舎になっ
ているといいな。 新幹線や富士山が見える屋上！ 

いつかドクターイエローが走っているところを見たい
という羽鳥校長。素敵なウッドデッキで覆われた屋上 

からは、360°味わい
の違う景色を眺める
ことができます。 

は
ぐ
く 

10 年後の伊藤学園はどんな学校
になっていると思いますか？ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午
前
10
時
の
防
災
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
第
二

地
域
に
所
属
す
る
５
町
会
か
ら
参
加
者
が
避
難
場

所
へ
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
校
庭
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
は
避
難
者
名
簿
用
紙
に
記
入
後
待
機
。 

各
町
会
の
町
会
長 

や
災
害
担
当
者
に
よ 

り
運
営
本
部
が
開
設 

さ
れ
地
域
の
被
災
情 

報
な
ど
を
集
約
し
、 

避
難
所
の
運
営
指
示 

を
出
し
ま
す
。 

並
行
し
て
、
町
会 

ご
と
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
役
割
分
担
に
従

い
、
要
援
護
者
を
救
護
セ
ン
タ
ー
へ
誘
導
し
、
校

内
に
あ
る
備
蓄
倉
庫
の
場
所
や
設
備
を
確
認
し
ま

す
。
ま
た
、
毛
布
や
炊
き
出
し
の
食
料
な
ど
を
持

ち
出
し
て
必
要
な
場
所
に
配
付
し
た
り
、
お
湯
を

沸
か
し
て
ア
ル
フ
ァ
化
米
に
て
炊
き
出
し
の
お
に

ぎ
り
を
作
り
ま
す
。 

 

 

大
井
第
一
小
３
年 

じ
ろ
う  

『
こ
た
ろ
う
』 

皆
「
鬼
は
～
外
！ 

福
は
～
う
ち
！
」 

姉
「
鬼
は
～
う
ち
に
い
る
！
」 

妹
「
え
？ 

な
ん
で
？
」 

姉
「
鬼
母
が
い
る
か
ら
～
ア
ハ
ハ
！
」 

妹
「
そ
う
だ
ね
～
ハ
ハ
ハ
！
」 

母
「
コ
ラ
～
！
！
」 

父
「
な
る
ほ
ど
」 

母
「
エ
ッ
・
・
・
」 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

子
ど
も
達
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
節
分
の

豆
ま
き
。
い
つ
も
は
厳
し
い
お
母
さ
ん
も
一

本
と
ら
れ
た
か
な
？  

【
神
田
】 

 
 
 

水
道
が
使
え
な
く
な
っ
た
想
定
で
は
、
屋
上

の
プ
ー
ル
か
ら
水
を
下
ろ
し
、
バ
ケ
ツ
に
て
ト

イ
レ
に
運
び
使
用
す
る
な
ど
の
訓
練
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
途
中
、
濱
野
区
長
も
参
加
さ
れ
参

加
者
一
体
の
防
災
訓
練
で
し
た
。 

 

訓
練
の
様
子 

を
見
学
し
て
い 

た
山
中
小
５
年 

生
の
み
ん
な
は
、 

地
域
の
方
々
が 

一
体
と
な
っ
て 

各
分
担
の
役
割 

を
こ
な
し
て
い 

く
様
子
に
、
興 

味
津
々
で
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。 

防
災
は
『
自
助
』
＝ 

自
分
で
自
分
を
助
け
る

こ
と
、『
共
助
』
＝ 

家
族
、
企
業
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
で
共
に
助
け
あ
う
こ
と
、『
公
助
』
＝

行
政
に
よ
る
救
助
・
支
援
で
す
。 

今
回
の
訓
練
は
ま
さ
に
『
共
助
』
で
し
た
。

自
宅
に
備
蓄
品
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
備
え
る
『
自

助
』
は
理
解
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ

う
な
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
、
自
助
・
共
助
・

公
助
の
概
念
が
わ
か
る
と
、「
防
災
と
い
う
の

は
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
・
町
内
会
・
企

業
・
家
族
・
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
、
積
極
的
に
取

り
組
む
べ
き
も
の
」
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
で

き
ま
し
た
。 

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
大
地
震
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
自
分
は
、
家
族
は
ど
う
行

動
す
る
か
家
庭
や
職
場
で
話
し
合
う
と
と
も

に
、
今
回
の
よ
う
な
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
機

会
が
あ
れ
ば
、
家
族
で
参
加
し
て
体
験
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
ね
。 

 

【
高
木
・
檜
山
・
鈴
木
・
高
島
・
石
原
】 

品川区内一斉防災訓練 

12
月
５
日
（
土
）
区
内
一
斉
防
災
訓
練
が
各

所
で
行
わ
れ
、
我
々
は
山
中
小
学
校
で
行
わ
れ
た

第
二
地
域
の
防
災
訓
練
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
大
地
震
が
発
生
し
、
複
数
の
場

所
で
避
難
所
の
運
営
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
区
内
全
域
が
被
災
し
た
際
に
、

区
の
災
害
対
策
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
各
地
域

に
お
い
て
区
民
と
区
職
員
が
協
力
し
、
避
難
所
の

開
設
・
運
営
を
行
う
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

そ
う
で
す
。 

 

池上通りの大井本通りバス停のそば、「囲碁」の看板が目にと

まります。マンションの1階に囲碁サロン「あづま」が区役所前

の一角から移転してきたのは、平成26年7月。 

伝統文化の囲碁は、集中力や考える力を養うものとして、最近

注目されています。勝ち負けを経験すること 

  で、相手への思いやりを学ぶことができ、コ 

ミュニケーション能力や思考力の向上も期待 

できることから、品川区では一部の小学校で 

正課として導入しています。児童はすまいる 

スクールでも月に一度の囲碁教室で体験でき 

ますが、興味のある方は、サロンを訪れてみ 

ては。毎週水曜15時頃には小学生が集まっ 

てきて、学びや遊びのたまり場になっています。「あづま」は、

老若男女が楽しめる場所です。初めての方にも、学校囲碁指導員

の方々がボランティアでわかりやすく指導してくださいます。 

 

営業時間：年中無休12時～21時 

席料：大人1000円、女性・子ども600円 

お問い合わせは、Tel. 03-5709-3413まで。【佐藤・相田】 

 

発見！まちのプロフェッショナル 
日本棋院品川支部 囲碁サロン「あづま」 

 

今回お話を伺った、囲碁の普及に

飛び回っている席亭代行の西沢さ

んの夢は、地域の方々のご理解によ

り、品川区の全小学校で囲碁が授業

化されることだそうです。実現され

たら素晴らしいですね。 

 

 
家
族
で 

豆
ま
き
！ 

 こたろうは、じろうさんの身近にいる猫ちゃんなのか
な？ 可愛く描けていて、猫ちゃんへの愛情がひしひし
と伝わってきますね！(^-^) 動物は、たくさん観察をし
て、身体の仕組みを理解するのがうまく描くコツだよ。 
いろいろなポーズにも挑戦 
してみよう！ 

ホースを持つ濱野区長 


